
JP 2010-532724 A 2010.10.14

(57)【要約】
本発明は印刷機、望ましくは枚葉紙オフセット印刷機に
関するものであって、該印刷機においては、各印刷装置
内に、複数のインキ着けローラ及び、少なくとも一つの
印刷プレートが取り付けられた一つのプレート胴を有す
る一つのインキ装置が設けられており、該インキ装置は
前記複数のインキ着けローラを用いて調量された印刷イ
ンキを前記プレート胴に取り付けられた前記印刷プレー
トに着ける。前記印刷インキは、それぞれの印刷プレー
トから、前記プレート胴に関して一つの印刷ブランケッ
ト胴と一つの圧胴との間を通過する印刷枚葉紙に転写さ
れる。前記インキ着けローラは前記プレート胴に対して
着脱可能であり、このとき、インキ供給停止かつ印刷オ
ンの状態において、前記プレート胴又は前記印刷ブラン
ケット胴上の残留インキを用いて残留カラー画像を印刷
枚葉紙に印刷できるように、少なくとも前記インキ着け
ローラを脱状態にすること、及び、前記印刷ブランケッ
ト胴又は前記版胴を前記圧胴に対して脱状態にすること
ができる。工程制御は、プリプレスデータ又はインライ
ン測定データに応じて行われる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷機、望ましくは枚葉紙オフセット印刷機であって、一つの又は複数の印刷装置及び
一つのプレート胴を備え、該一つの又は複数の印刷装置は、それぞれがインキ着けローラ
を持つ少なくとも一つのインキ装置を備えており、また、前記プレート胴には少なくとも
一つの印刷プレートが取り付けられており、各インキ装置は、前記インキ着けローラを介
して調量された印刷インキを印刷プレートに着け、また、前記印刷装置内においてはさら
に、一つの湿し水着けローラを備える少なくとも一つの湿し装置を前記プレート胴に割り
当てることができ、印刷インキはそれぞれ前記印刷プレートから直接、又は印刷ブランケ
ット胴を介して、前記プレート胴と一つの圧胴との間を通過する印刷枚葉紙に転写され、
また、前記インキ着けローラ及び湿し水着けローラは前記プレート胴に対して着脱可能で
ある印刷機において、
　前記プレート胴に対して前記湿し水着けローラ及び／又は前記インキ着けローラを脱状
態にするため、ならびに、前記圧胴に対して前記印刷ブランケット胴を脱状態にするため
の制御装置が設けられており、それにより、関与する印刷装置が印刷オンの状態において
、インキ除去用枚葉紙として、印刷ジョブのデータからあらかじめ決定された枚数の枚葉
紙に、前記インキ装置からのインキ供給を行わずにカラー画像を印刷することが可能であ
ることを特徴とする、印刷機。
【請求項２】
　それぞれが、ニス版胴から脱状態にできる一つのニス引きローラを備えた、一つの又は
複数のニス引きユニットが、前記印刷装置の前に、及び／又は、間に、及び／又は、後に
配置されていて、コーティングを施すために印刷枚葉紙が前記ニス版胴と圧胴との間を通
過可能であること、ならびに、ニス引きは継続しながら、印刷オンの状態においてあらか
じめ選択可能な枚数だけ、前記インキローラを用いてインキ供給を行わずにインキ除去用
枚葉紙にカラー画像を印刷できるように前記インキ着けローラ及び／又は前記湿し水着け
ローラ及び／又は前記ニス引きローラを脱状態にすること及び前記圧胴に対して前記印刷
ブランケット胴及び／又は前記ニス版胴を脱状態にすることが可能であることを特徴とす
る、請求項１に記載の印刷機。
【請求項３】
　プレート胴、印刷ブランケット胴、圧胴の間が着状態であるときに、前記湿し水着けロ
ーラ及び／又は前記インキ着けローラを前記プレート胴から脱状態にすることが可能であ
り、また、ある枚数の印刷枚葉紙が通過した後には、前記印刷ブランケット胴をプレート
胴及び圧胴から脱状態にすることが可能であることを特徴とする、請求項１に記載の印刷
機。
【請求項４】
　プレート胴、印刷ブランケット胴、圧胴の間が着状態であるときに、前記湿し水着けロ
ーラ及び／もしくは前記インキ着けローラを前記プレート胴から脱状態にすることが可能
であり、次に、前記印刷ブランケット胴を前記プレート胴及び前記圧胴から脱状態にする
こと、又は、まず前記プレート胴から、次に前記圧胴から脱状態にすることが可能である
こと、ならびに、次に、前記ニス引きローラを前記ニス版胴から、及びこれと同時にもし
くはこれに遅れて、前記ニス版胴を前記圧胴から脱状態にすることが可能であることを特
徴とする、請求項２又は３に記載の印刷機。
【請求項５】
　前記制御装置が、前記印刷装置の印刷オフの前に、残留カラー画像を印刷すべきインキ
除去用枚葉紙の枚数を決定するために構成されていることを特徴とする、請求項１から４
のいずれか一項に記載の印刷機。
【請求項６】
　前記制御装置が、ニス引き装置の印刷オフの前に残留ニス膜をコーティングすべきニス
除去用枚葉紙の枚数を決定するために構成されていることを特徴とする、請求項２から４
のいずれか一項に記載の印刷機。
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【請求項７】
　前記インキ除去用枚葉紙の枚数が、印刷オフにした後に、前記印刷ブランケット胴の前
記印刷ブランケット及びプレート胴上に取り付けられた各印刷プレートに残るインキ膜厚
が定義された厚さ、望ましくは最小の厚さになるように決定可能であることを特徴とする
、請求項５に記載の印刷機。
【請求項８】
　ニス除去用枚葉紙の枚数が、印刷オフにした後に、前記ニス版胴に取り付けられた前記
ニスプレートに残るニス膜厚が定義された厚さ、望ましくは最小の厚さになるように決定
可能であることを特徴とする、請求項６に記載の印刷機。
【請求項９】
　前記制御装置により、印刷オフの前、及び／又は、印刷オフ状態中に、生産速度が自動
的に低下することを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の印刷機。
【請求項１０】
　前記制御装置が、印刷オフの前に、前記インキ装置からのインキ供給なしにインキ塗布
量が常に減り続ける状態で、前記印刷装置を通過するインキ除去用枚葉紙の枚数を決定す
るために構成されていること、及び／又は、前記制御装置が、印刷オフの前に、ニス供給
がまったく行われずにニス塗布量が常に減り続ける状態で、前記ニス引きユニットを通過
するニス除去用枚葉紙の枚数を決定するために構成されていることを特徴とする、請求項
１から９のいずれか一項又は複数に記載の印刷機。
【請求項１１】
　前記制御装置が、印刷オフの前に、前記インキ装置からのインキ供給なしにインキ塗布
量が常に減り続ける状態で前記印刷装置を通過する印刷枚葉紙の枚数を計算するための装
置に接続されており、該装置はプリプレスデータを処理するための装置にデータ接続され
ており、該プリプレスデータは、前記インキ装置の調量設定に関して印刷機を予備設定す
るために使用されることを特徴とする、請求項８から１０のいずれか一項に記載の印刷機
。
【請求項１２】
　前記制御装置が、印刷オフの前に、インキ供給がまったくなくインキ塗布量が常に減り
続ける状態で前記印刷装置を通過するインキ除去用枚葉紙の枚数を計算するための装置に
接続されており、該装置は、該インキ除去用枚葉紙上の色濃度値を測定するための測定装
置、望ましくはインラインの色濃度又は測色装置又は色濃度測定用センサを有するインラ
インの検査装置にデータ接続されており、決定済みの最低色濃度の信号が該測定装置から
発せられると前記インキ除去用枚葉紙の枚数が決定及び／又は通知されることを特徴とす
る、請求項８から１１のいずれか一項に記載の印刷機。
【請求項１３】
　前記制御装置が、印刷オフの前に、ニス供給がまったくなくニス塗布量が常に減り続け
る状態で前記ニス引きユニットを通過するニス除去用枚葉紙の枚数を決定するための装置
に接続されており、該装置は、該ニス除去用枚葉紙上のニス膜厚値を測定するための測定
装置にデータ接続されており、決定済みの最低ニス膜厚の信号が該測定装置から発せられ
ると前記ニス除去用枚葉紙の枚数が決定及び／又は通知されることを特徴とする、請求項
８から１２のいずれか一項に記載の印刷機。
【請求項１４】
　少なくとも複数のインキ装置、又は複数のインキ装置及び複数の湿し装置を含む一つの
又は複数の印刷装置を有する印刷機を運転する方法において、印刷インキは、インキ着け
ローラを介して、プレート胴上に取り付けられた印刷プレートに着けられ、該印刷プレー
トから、印刷ブランケットが取り付けられた印刷ブランケット胴を介して印刷枚葉紙に転
写され、さらに、選択的に、少なくとも一つの湿し水着けローラを介して湿し水が前記プ
レート胴に取り付けられた印刷プレートに着けられ、さらに、前記インキ着けローラ及び
前記湿し水着けローラは前記プレート胴に対して着脱可能である方法において、
　インキ除去用枚葉紙の枚数が印刷ジョブデータから決定されること、ならびに、前記イ
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ンキ着けローラが脱状態かつ前記ゴムブランケット胴が印刷オンの状態において、前記印
刷ブランケット及び前記印刷プレートに残っている印刷インキの残留量を用いてインキ除
去用枚葉紙の印刷が行われるように、前記インキ着けローラが前記プレート胴から脱状態
にされ、前記圧胴に対して前記印刷ブランケット胴が脱状態にされることを特徴とする、
方法。
【請求項１５】
　印刷オフにする前に残留カラー画像を印刷すべきインキ除去用枚葉紙の枚数が、印刷オ
フにした後にプレート胴上に取り付けられた一つの又は各印刷プレートに残留するインキ
膜厚が最少、望ましくはゼロに近くなるようにその都度決定されることを特徴とする、請
求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　二つの印刷オン状態と、これら２つの印刷オン状態にはさまれた一つの印刷オフ状態と
の間に、前記インキ装置からのインキ供給が全くない状態で前記印刷装置を通過させるイ
ンキ除去用枚葉紙の枚数が決定されることを特徴とする、請求項１４又は１５に記載の方
法。
【請求項１７】
　複数の印刷装置及び少なくとも一つのニス引きユニットを備える印刷機において、印刷
オフの前に、前記インキ装置からのインキ供給なしに、及び／又は、前記ニス引きユニッ
トからのニス供給なしに、一つの又は複数の前記印刷装置及び一つの又は複数の前記ニス
引きユニットを通過するインキ除去用枚葉紙及び／又はニス除去用枚葉紙の枚数が決定さ
れることを特徴とする、請求項１４から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　２つの印刷オン状態と、これら２つの印刷オン状態にはさまれた印刷オフ状態との間に
、ニス引きユニットからのニス供給なしで一つの又は複数の前記ニス引きユニットを通過
するニス除去用枚葉紙の枚数が決定されることを特徴とする、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　ジョブデータから、少なくとも前記印刷装置のうちの一つの印刷装置の印刷プレート、
又は、少なくとも前記ニス引きユニットのうちの一つのニス引きユニットのニスプレート
の汚染が計算されることにより、インキ除去用枚葉紙及び/又はニス除去用枚葉紙の枚数
が決定されることを特徴とする、請求項１４から１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　クリーニング対象の一つの印刷装置の一つの湿し装置が、インキ除去工程の間、インキ
除去用枚葉紙の枚数だけ着状態又は脱状態にできることを特徴とする、請求項１４から１
９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　クリーニング対象の一つの印刷装置の一つの湿し装置が、インキ除去工程の間、前記決
定済みの枚数のインキ除去用枚葉紙が前記印刷装置内を通過する間だけ、着状態にされる
ことを特徴とする、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　クリーニング対象の一つの印刷装置の一つの湿し装置が、インキ除去工程の間、前記決
定済みの枚数のインキ除去用枚葉紙が前記印刷装置内を通過する間だけ、脱状態にされる
ことを特徴とする、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　クリーニング対象の一つの又はすべての印刷装置の一つの又は複数の前記湿し装置が、
インキ除去工程の間、前記決定済みの枚数のインキ除去用枚葉紙が一つの又は複数の前記
印刷装置内を通過する間、脱状態にできないことを特徴とする、請求項２０から２２のい
ずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、請求項１のおいて書きに記載の、一つの又は複数の印刷装置を備える印刷機
に関する。本発明はさらに、請求項１４のおいて書きに記載の、印刷機運転方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　印刷においては、被印刷物が複数の印刷装置内を通過し、その際に各印刷装置内におい
て印刷画像の一部が印刷ブランケット胴の印刷プレートから、場合によっては印刷ブラン
ケットを介して、被印刷物上に着けられる。多色印刷の場合には被印刷物は通常は少なく
とも４つの印刷装置内を通過して、ブラック、シアン、マゼンタ、イエローの部分印刷画
像が被印刷物上に着けられる。さらなる印刷装置内において特色の部分印刷画像を被印刷
物に着けることも可能である。このようにして生成された印刷画像上にさらに一つ又は複
数のコーティングを施して、保護作用を持たせたり、構造を生成したり、つや効果又はマ
ット効果を与えることもできる。
【０００３】
　インキ装置としては、オフセット印刷法では、従来のドクター式インキ装置、フィルム
式インキ装置、又はアニロック式スインキ装置を使用することができる。さらに、印刷機
内でこのようなインキ装置を組み合わせて使用することもできる。オフセット印刷装置内
にはさらに、プレート胴に張設された平版印刷プレートに湿し水を供給し、該平版印刷プ
レート上の画像領域にのみ印刷インキを付着可能とする、湿し装置をセットすることもで
きる。湿し装置は、特殊な印刷プレートを用いて行ういわゆるレターセット印刷では使用
されない。
【０００４】
　このような印刷機においては、いわゆるインキ除去を行う機能が知られている。インキ
除去は、複数の印刷プレートのうちの一つから、洗浄を行わずに、つまりコストをかけて
洗浄する必要なく、印刷インキを取り除く場合に行われる。インキ除去ではなく洗浄工程
であれば、それぞれの印刷プレートに割り当てられているインキ装置全体も一緒に洗浄す
る必要がある。しかしインキ除去では、印刷装置が印刷オンの状態で印刷プレートに印刷
インキを供給せずに一定数の印刷枚葉紙を印刷装置内を通過させるだけで、丁度その時に
通過する印刷枚葉紙により当該印刷プレート及び当該印刷ブランケット上にまだ残ってい
る残留インキが大幅に取り除かれる。このインキ除去工程でも印刷プレートはクリーンな
状態になるため、機械部品又はオペレータにさらに汚れが付着することなく、印刷プレー
トを取り外したり、それぞれの印刷装置から取り出したりすることができる。インキ除去
に使用する印刷枚葉紙の枚数は、印刷機コンソールにおいてオペレータが経験値に基づい
て設定することができ、その際は、クリーニングすべき印刷プレートの印刷機内での状態
を考慮することができる。インキ除去と同様の機能であるいわゆるニス除去（Ablackiere
n）についても同様のことが言える。この場合は、ニスびき機又は印刷機内に組み込まれ
たニス引きユニットのニス版胴から、過剰なニスが、実際の印刷工程又はコーティング工
程の後に印刷機内を通過する枚葉紙により取り除かれる。ここでも、使用する印刷枚葉紙
の枚数はあらかじめ選択できる。その場合、ニス版胴のクリーニングのコストが大幅に下
がる。
【０００５】
　これについては、特許文献１より、多色印刷機についてインキ膜の膜厚を調整するため
の方法及び装置が公知である。特許文献１で取り上げられているのは、印刷装置内にプレ
ート胴が設けられていて、これらのプレート胴には、印刷画像を有する印刷プレートが保
持されており、そのような印刷プレートは交換が必要である場合である。また、これら印
刷プレートへの印刷インキの供給のされ方はさまざまに異なる。そのため、印刷プレート
の交換が必要な複数の印刷装置内において、インキ装置のインキ供給をオフにした状態で
、あらかじめ選択可能な枚数の印刷枚葉紙を印刷することが提案されている。それにより
、前記インキ装置のインキローラ上のインキ膜厚が低下するため、新たなインキプロファ
イルへの転換が容易になる。しかし、それぞれ対応する印刷プレートにはたとえ量は減少
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していてもインキ装置から引き続き印刷インキが供給されるため、これら印刷プレートの
クリーニングは限定的なものとなる。この場合も、特に、たとえばオフセット印刷機の通
常のインキ装置内においては複数のインキローラに比較的多量のインキがたまるため、プ
レート交換されるのは、やはり一枚の汚れた印刷プレートのみである。
【０００６】
　特許文献２には、印刷装置において印刷をオフ状態にした後に、ニス引きローラ上に残
るニス膜厚、及び版胴上に取り付けられた一枚の又は各ニス引き版に残るニスの膜厚を最
小限にするために、印刷オフの前に、対応するニス引きユニット内に供給すべき枚葉紙の
枚数を制御装置を介して決定することが記載されている。その際、ニス引きユニット及び
版胴をどう調整するかは述べられていない。そのため、特許文献２に記載されているニス
引きユニットにおいては、ニス引きユニットを印刷オフから印刷オンに転換する際のいわ
ゆる予備ニス引き（Vorlackieren）において、及び、ニス引きユニットを印刷オンから印
刷オフに転換する際のいわゆるニス除去（Ablackieren）において、ニス引き画像が部分
的にのみ印刷枚葉紙に印刷されるという状況が発生する可能性がある。ニス引き画像が部
分的にのみ着けられた印刷枚葉紙は使用不可能であり、損紙として選りだす必要がある。
【０００７】
　基本的に、毎回のジョブ切替の後に、繰返しジョブ用の印刷プレートをどのように取り
出すかを決定する必要がある。印刷プレートは、取り出す前にインキ装置を介してクリー
ニングするか、又は、インキが付着したままプレート交換装置により取り出して、外で手
動で洗浄することができる。この場合はプレート交換装置の要素が汚れるのが早まる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許第０９８３８５２明細書
【特許文献２】独国特許第３３１２１２８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　これに鑑みて、本発明の課題は、印刷機内の印刷装置、ニス引きユニット、インキ装置
の新しい運転方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題は、本発明の請求項１に記載の印刷機により、また、印刷機内において請求
項１４に記載の方法により解決される。
【００１１】
　本発明においては、印刷ジョブに対するプリプレス処理、特に必要な印刷プレート作製
のためのシステム又は装置内で利用できる設定データから、インキ除去又はニス除去のプ
ロセスが導き出される。面積、用紙の種類、セットされたインキに関してプリプレスデー
タから利用可能なデータ、及び、印刷済み枚葉紙の既知の枚数から、印刷機の制御コンピ
ュータにより、又は印刷機内において、一枚又は複数の印刷プレートからインキを除去す
るために最適な印刷枚葉紙数が計算される。本発明においては、印刷機において汚れの度
合いが最も高い印刷装置により、インキ除去に必要な枚葉紙の全体数が決定される。これ
らの枚葉紙は損紙としてマーキングされる。
【００１２】
　マーキングには以下の手法が適している。それらは、
―テープインサーターを使った、パイルへのマーキング
―加圧装置を用いた、検出可能な個別マーキング
―枚葉紙分別装置／ダブルパイル排紙装置内でのインキ除去用枚葉紙の選りだし
である。
【００１３】
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　本発明ではインキ除去中に、インライン色濃度測定装置を用いて印刷枚葉紙における一
定の色濃度が下回ったことが測定されると、給紙装置での用紙供給を停止することができ
る。印刷枚葉紙上の色濃度測定のための制御回路により制御信号が送られ、この制御信号
によりインキ除去に必要な枚葉紙数が決定される。このようにして、プレート胴の印刷プ
レート及び印刷ブランケット胴の印刷ブランケットの汚れの度合いが最大である印刷装置
を自動的に選択することができるため、当該ジョブ終了時には、印刷された良紙の枚数に
対応する枚数カウンターを考慮した制御により、インキ除去を自動的に終了することがで
きる。
【００１４】
　同様に、インキ除去又はニス除去は、選択された枚数に達する前に行うこともできる。
この場合それぞれのプロセスは、進行中の印刷工程を印刷機コンソールから意図的に中断
させるという形で開始される。その後、当該印刷工程は、クリーニングされた印刷プレー
ト及び印刷ブランケットを用いて新たに開始又は続行することができる。
【００１５】
　前述の手法は、ニス除去においても行うことができる。ニス除去用枚葉紙の枚数は、ア
ニロックスローラの凹部容量、用いられたニスの種類、ニス版の種類（全面であるのか、
又はスポットニス引きに適しているのか）、ニス引き済みの枚葉紙数に関するデータによ
り決定できる。このとき該アニロックスローラ及び該アニロックスローラ特有のデータは
、ロジスティクスデータ又は組み込まれたＲＦＩDシステムを介して同定することもでき
る。
【００１６】
　代替的に、ニス除去用枚葉紙の枚数はインラインのニス膜厚測定によっても決定でき、
最少ニス膜厚を下回ると給紙装置での用紙供給が停止される。
【００１７】
　インライン・ニス引きを行う印刷機においては、上記２つの方法を一つの作業プロセス
内で実行することができる。インキ又はニス供給停止後に通過させるべき枚葉紙の枚数の
計算値が最も多くなった印刷モジュール又はニス引きモジュールで、この枚葉紙の枚数が
測定される。
【００１８】
　選択された作業原理にしたがって、印刷機への用紙供給プロセス、版胴／印刷プレート
と協働するインキ付けローラを版胴から脱状態にするプロセス、又は圧胴から版胴を離脱
させるプロセスは互いに連結しているため、版胴上に張設されている印刷プレートは、印
刷ジョブの終わり及び該版胴において行われている印刷工程自体の終わりには、大幅にク
リーニングされている。このとき印刷プレートへの印刷インキ供給は、インキ着けローラ
を脱状態にすることにより中断されるため、印刷装置が印刷状態にある間は、残留インキ
が印刷プレート又は印刷ブランケット胴から印刷されるだけになる。そのためある数量の
損紙に印刷されるカラー画像のインキ付着量は毎回常に減少し続け、印刷停止の直前に生
成されたこれら損紙は、製造工程から選りだすことができる。
【００１９】
　プリプレスデータからの予備調整又はインライン測定を用いた方法においては、もはや
過剰な損紙は発生しない。プレート又はニス版に残留する汚れは最小限になる。インキ除
去用枚葉紙又はニス除去用枚葉紙の枚数の予備選択は行われない。それにより操作ミスが
回避され、セットアップタイムが短縮される。
【００２０】
　この方法において好適なことは、印刷プレート表面にまだ残っているインキ膜が、版胴
と印刷ブランケット胴との協働により非常に素早く、印刷ブランケット胴において印刷さ
れている被印刷物上に移されることにより減少することである。インキ膜の厚さは、残り
の膜が毎回半分はがされることにより、非常にわずかな膜厚さにまで低減される。
【００２１】
　以下のようなさらなる操作上の長所があるため、多くの追加的な作業を行わずにすむ。
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　１．印刷ブランケット胴にはインキがほぼ残らないため、もはや多大な時間コストをか
けて洗浄装置を用いてクリーニングする必要がなくなる。
　２．印刷プレートにはインキがほぼ残らないため、自動プレート交換装置を用いて、自
動プレート交換装置を汚さずに容易に印刷プレートを交換することができる。
　３．インキ装置を介した洗浄の場合とは異なり、プレートの毛管内に洗浄剤粒子が入り
込むことがない。
【００２２】
　独立駆動装置を備える印刷機において印刷中にプレート交換が行われる場合は、選択さ
れた印刷装置内を通る枚葉紙を介して、別個にインキ除去を行うことが可能である。
【００２３】
　つまり、一つの生産ジョブ終了後に印刷プレートからインキが除去されるのであり、そ
のため、洗浄工程を行わずに印刷プレートを取り外すことができ、また、場合によっては
セットされている自動プレート交換装置が汚れることもない。
【００２４】
　印刷ブランケット胴が胴入れされている場合、決定された枚葉紙枚数の、あらかじめ計
算された時点又は測定技術的に決定された時点において、最終的な印刷停止の前に、イン
キ着けローラ及び湿し水着けローラがプレート胴から脱状態にされる。本発明により望ま
しくはインキ着けローラ及び湿し水着けローラは同時に脱状態にされるが、それは、イン
キ着けローラのみを脱状態にした場合に除去されるインキの量が減るため、それによりク
リーニング効果が劣ることがわかったからである。しかしながら、絵柄、被印刷物、印刷
インキが特殊な場合は、インキ着けローラを脱状態にするのを遅らせたり又は別個に行う
方法が有意義となることもある。
【００２５】
　さらに、印刷枚葉紙に追加的なコーティングを施すための一つ又は複数のニス引きユニ
ットを備える印刷機においては、インキ除去の枠内において、ニス引きユニットをオフ状
態にすることを、インキ着けローラ及び湿し水着けローラを脱状態にすることとは少なく
ともずらせて行うことができる。このときニス除去も行うことができる。しかしながらニ
ス除去は、プレート胴及び印刷ブランケット胴上に残るインキ量が最少になってから行う
べきであり、それにより一つ又は複数のニス引きユニットにおいて印刷インキが、ニス引
きユニット内において印刷枚葉紙からニス版又は印刷ブランケット上に再び付着すること
が確実に回避される。
【００２６】
　本発明の望ましい発展形は、従属請求項及び以下の説明から理解できる。以下に、本発
明の実施例について詳述するがこれに限定されるわけではない。
【００２７】
　印刷機には一つの枚葉紙給紙装置が、及び、印刷装置の領域にはそれぞれ少なくとも一
つのインキ装置が、また、これら印刷装置に後置されて一つの枚葉紙排紙装置が備わって
いる。通常は複数の印刷装置が連続して接続されている。印刷対象の印刷枚葉紙は、複数
の枚葉紙ガイド胴を介して印刷機内を移動し、このときいくつかの枚葉紙ガイド胴が転写
胴として、その他の枚葉紙ガイド胴が圧胴として構成されている。インキ装置の領域にお
いては、転写胴又は印刷ブランケット胴が、圧胴に接しながら回転している。また、少な
くとも一つの印刷プレートが張設された版胴又はプレート胴が、この印刷ブランケット胴
と協働している。インキ着けローラを備えるインキ装置を介して、及び、場合によっては
湿し水着けローラを持つ湿し装置をも介して、プレート胴に張設された一つの又は各印刷
プレート上に印刷インキ、及び、場合によってはその前に湿し水が着けられる。インキ着
けローラ及び湿し水着けローラはそのために、印刷プレートに接触する位置、又は印刷プ
レートから離脱する位置において、プレート胴に対して着状態及び脱状態にすることがで
きる。各印刷装置において印刷インキは、印刷ブランケット胴を介して単色の部分画像と
して、圧胴上に保持された印刷枚葉紙に着けられる。
【００２８】
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　印刷装置内において完全な印刷画像を印刷され、場合によってはニス引きユニット内で
カラー又は透明の表面コーティングを施された印刷枚葉紙は、搬送システムを介して印刷
機から排出され、枚葉紙排紙装置内の排紙装置パイルに積み上げられる。
【００２９】
　プレート胴にはそれぞれ、そのプレート胴に取付けるべき印刷プレートのための張設装
置が設けられている。プレート胴には望ましくはそれぞれ自動プレート交換装置が割り当
てられており、この自動プレート交換装置により、新しい印刷プレートをプレート胴に取
り付たり、又は使用済み印刷プレートをプレート胴から取り外したりすることができる。
【００３０】
　本発明の枠内における基本概念によると、生産終了に際しては、少なくともインキ着け
ローラをプレート胴から脱状態にすることが、常に、一つの印刷ジョブ中の枚葉紙走行又
は印刷枚葉紙搬送が終了する前に行われる。しかしこのとき、プレート胴、印刷ブランケ
ット胴、圧胴はまだ互いに接触している。
【００３１】
　それにより、印刷ジョブ終了時に、印刷インキがインキ装置から印刷プレートに供給さ
れない状態で、まだ印刷機内を走行している印刷枚葉紙により、印刷インキが、印刷ブラ
ンケット胴を介してプレート胴から除去されることになる。つまり、残留インキ膜は、印
刷ブランケット胴及びプレート胴から、又は印刷プレートから、急速に取り除かれる。こ
のようにして大幅にクリーンになった印刷プレートは、危険なく自動プレート交換装置を
介して取り外して、新しい印刷プレートを供給することができる。
【００３２】
　インキ着けローラ、及び、プレート胴又は印刷ブランケット胴を着状態及び脱状態にす
ることは、印刷機の作業位置に関して制御装置から制御可能であるアクチュエータを介し
て行われる。アクチュエータを適切なタイミングで反応させるため、場合によっては機械
速度に応じた微分時間又は修正角度が設けられる。
【００３３】
　インキ除去プロセスは、印刷プレートに対して脱状態である湿し装置でも、着状態であ
る湿し装置でも行うことができる。運転モードは選択可能であり、また、セットされた被
印刷物、セットされた印刷インキ、印刷プレートの種類又はそれぞれの印刷プレートにお
ける絵柄の面積に応じて異なる。そのため、印刷機内の印刷装置が異なれば、印刷プレー
トの取り扱いも異なるようにすることが可能になっている。
【００３４】
　設定の可能性としては、インキ除去用枚葉紙が生産回転数で通過する間の時間、湿し装
置を引き続きオンにしておくこともできる。その後、その湿し装置をオフにすることがで
きる。また、個々の湿し装置を引き続きオフにしておくこともできる。
【００３５】
　また、いわゆる常時湿し（Permanentfeuchtung）も選択できるため、その場合はインキ
除去工程が行われても湿し装置のそれぞれをもはやオフにすることができず、使用された
すべての印刷装置において湿し装置がオンの状態のままインキ除去が行われることになる
。
【００３６】
　インキ着けローラを脱状態にした後、印刷ブランケット胴及び印刷プレート上に残って
いる残留インキを用いて不完全なカラー画像が印刷される印刷枚葉紙の枚数は、制御装置
を介して決定することができる。このような印刷枚葉紙の枚数は、最終的な印刷停止後に
、プレート胴上に張設されている各印刷版に残る残留インキ膜の厚さが定義された厚さに
なり、それをもって実質的なクリーニングとするように、決定できる。インキ除去と呼ぶ
この工程においては、インキ装置から印刷プレート及び印刷ブランケット胴へのインキ供
給が遮断されているため、インキ膜厚が減少し続け、そのためカラー画像はインキ塗布量
が低下する状態で印刷される。このようにして印刷ブランケット及び印刷プレートの表面
が大幅にクリーニングされ、印刷インキがそこで半硬化乾燥する危険が確実に回避される
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。
【００３７】
　プレート胴が、印刷機のさらなる駆動装置から機構的に分離している、いわゆる単独駆
動部を独立して備えている枚葉紙印刷機も知られている。そのような印刷機内では運転中
のプレート交換が可能であり、その場合、単独駆動のおかげで、選択された個々のプレー
ト胴の印刷プレートを交換することもできる。このとき、その他の印刷プレートはそれぞ
れのプレート胴に残ったままであるため、全体の印刷画像のうちの一つの部分画像のみが
交換される。このような方法は、たとえば説明部分を次々と別の言語に変えるなど、他の
部分は変化しないカラー画像上に部分画像の内容をインプリントする際に有意義となる可
能性がある。運転中のプレート交換時に行われるプレート交換工程は、特定の一つの印刷
プレートを交換し、その後のさらなる印刷のための新しい印刷プレートを用いて当該印刷
装置を使用するという、従来のプレート交換と同様である。
【００３８】
　運転中のプレート交換の場合は、該当する印刷装置の運転を再開できるようにするため
に印刷工程を減速することが有意義であるため、プレート交換方法は少し変更されている
。この方法の長所は、単独駆動部を備えた独立印刷装置についてもあてはまる。
【００３９】
　もちろんこの機能においてもインキ着けローラは事前に脱状態にされており、印刷ブラ
ンケット胴及びプレート胴上に残っている余剰の印刷インキは、運転中のプレート交換の
前の印刷機の減速時にはすでに、追加的な印刷枚葉紙損紙を投入することなく選択された
印刷装置から除去される。しかし印刷機減速時には通常すでに損紙が発生しているため、
その損紙をインキ除去のために直接利用することができる。
【００４０】
　印刷装置から取り出す印刷プレートをクリーニングするために、まだ残っている残留イ
ンキ量の大部分が損紙枚葉紙により取り除かれる。そのためには印刷ブランケット胴が胴
入れされた状態でインキ着けローラ及び湿し水着けローラが、最終的な印刷停止の前に、
あらかじめ選択された枚葉紙の枚数の時点で脱状態にされる。本発明の方法においては望
ましくはインキ着けローラ及び湿し水着けローラは同時に脱状態にされる。実用において
は、湿し水着けローラがまだ着状態にある間にインキ着けローラを脱状態にすると、印刷
ブランケット胴から、及び、プレート胴と印刷ブランケット胴との間から印刷枚葉紙を使
って除去されるインキの量が「両方同時に脱状態にした場合より」減るということが認め
られた。それにより、印刷プレートのクリーニング効果はより低いことが確認可能であっ
た。
【００４１】
　湿し水着けローラを脱状態にするのを遅らせること又は別個に行うことは、絵柄、被印
刷物、又は印刷インキが特殊である場合の方法として有意義である可能性がある。印刷プ
レートの湿し時間を延長することにより、印刷プレートにおいて、印刷インキ以外による
汚染に対してさらにもう一つのクリーニング効果を望む場合に長所となる可能性がある。
これは、インキを乗せる量又はカバー量が少ない絵柄、又は、紙粉が出やすい用紙の場合
に考慮できる。さらに、特定の印刷インキは再付着する傾向があるが、これは、印刷プレ
ートの湿し時間を延長することにより回避可能となる可能性がある。
【００４２】
　印刷枚葉紙にニス引きするために一つの又は複数のニス引きユニットを備える印刷機に
おいてこのインキ除去方法を実施する場合、このインキ除去方法を適応させて実施するこ
とが可能である。つまり、インキ除去方法のみを実施することも、又は、ニス除去方法と
組み合わせて実施することも可能である。
【００４３】
　望ましくはニス引きユニットをオフにすることは、インキ着けローラ又は湿し水着けロ
ーラを脱状態にすることとはずらせて行われる。それにより、インキ除去中に損紙枚葉紙
がニス又はコーティング剤によりまだ十分にカバーされる。それにより、損紙枚葉紙上に
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存在する湿った印刷インキが、ニス引きユニットのニス版胴に張設されたニス版、又は、
同様に取り付けられた印刷ブランケット上に再び付着してこれを汚染してしまうという好
ましくない可能性が回避される。単純化された実施形態においてはニス引きユニット内で
ニス引きローラをニス版胴から脱状態にすることができる。それにより、ニス供給を停止
した場合より明らかに迅速な反応が得られる。そのため、印刷インキがニス引きユニット
の要素に再び付着することが確実に回避され、正確に制御可能な状態で、ニス引きユニッ
トから残りのニスを除去することが可能になる。
【００４４】
　つまり、ニス除去は、プレート胴及び印刷ブランケット胴の上にまだ残っているインキ
量が最少になってから行われるべきである。そのためここでは、印刷ブランケット胴がプ
レート胴及び圧胴に接した状態で、インキ着けローラ及び場合によっては湿し水着けロー
ラを脱状態にして、あらかじめ決められた枚数の印刷インキ除去用印刷枚葉紙が印刷機内
を走行するが、一つの又は複数のニス引きユニットがまだ機能しているために、ニス引き
ユニット内において印刷インキが印刷枚葉紙からニス版又は印刷ブランケットに再び付着
することが確実に回避される。その後、一枚の又はあらかじめ決められた枚数のさらなる
印刷枚葉紙を印刷機及びニス引きユニット内を走行させて、ニス引きユニット内にまだ残
っているニス又は残りのコーティング剤を除去する。
【００４５】
　インキ装置及び湿し装置を備える既知の印刷装置における方法ステップは以下のように
定義される。
―給紙装置内に特定の枚数の損紙枚葉紙を準備するステップ
―印刷機において損紙枚葉紙の枚数を予備選択するステップ
―場合によっては、ジョブ関連のパラメータを記憶させるステップ
―損紙枚葉紙の予備選択に応じてインキ付けローラを脱状態にするステップ
―あらかじめ選択されて印刷機内を搬送される損紙枚葉紙を介して、印刷ブランケットか
ら印刷インキを除去するステップ
―印刷機内を搬送される損紙枚葉紙を介して、印刷ブランケット胴を用いて印刷プレート
から印刷インキを除去するステップ
―印刷インキが損紙枚葉紙からニス引きユニット内に再び付着するのを防ぐために、ニス
引きユニット内においてニス供給停止を遅らせ、場合によってはニス引きローラをニス引
きユニット内で脱状態にするステップ
―場合によっては、印刷機内を搬送される損紙枚葉紙を介して、ニス引きユニット内にお
いてニス版／印刷ブランケットから残留ニスを除去するステップ
―追加的なクリーニングを行わずに印刷プレートを印刷装置から取り出すステップ
―場合によっては、交換対象のニス版を、追加的なクリーニングを行わずに取り出すステ
ップ
である。
【００４６】
　本発明によるとさらに、プリプレス装置内において一つの印刷ジョブに利用される設定
データ、ここでは特に印刷画像に関連するたとえば印刷プレート製作などのためのデータ
から、インキ除去又はニス除去のためのプロセスデータが得られる。このデータは印刷機
の作業準備ステーション又はコンソール内に保存して評価可能とすることができる。
【００４７】
　先述のプリプレスデータから、印刷機の予備設定のために印刷画像又は部分印刷画像を
着けるための、面積、用紙の種類、セットされた印刷インキに関するパラメータに関係す
るデータがこれまでに得られている。すでに、（画像部分の面積、用紙の種類によるイン
キ受理性のふるまい、印刷インキの被覆性ふるまいに関して）印刷プレートにどのように
インキを着けるべきかは分かっているため、これらのデータ、及び、やはりすでに分かっ
ている、当該印刷ジョブ内でその前に印刷された枚葉紙の枚数から、インキを除去すべき
印刷プレート、及び／又は、ニスをクリーニングすべきニスプレートのための、プロセス
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関連のクリーニング・パラメータを導き出せる。
【００４８】
　そのために、印刷機に割り当てられている、又は、印刷機自体の中に存在する制御コン
ピュータにより、一枚又は複数の印刷プレートからインキを除去するために最適な印刷枚
葉紙の枚数が計算される。
【００４９】
　本発明においては、印刷機において汚れの度合いが最大である印刷装置により、インキ
除去用枚葉紙の必要総数が決定される。これらの印刷枚葉紙は、インキ供給停止により急
速に起こるインキ不足のために損紙枚葉紙として区別され、枚葉紙排紙中又は枚葉紙排紙
後に、良紙とは分別する必要がある。
【００５０】
　そのためには以下の手法が適している。
―パイル内でインキ除去用枚葉紙を簡単に見分けられるように、いわゆるテープインサー
ターを使って排紙装置パイル内でインキ除去用枚葉紙にマーキングする。
―インキ除去用枚葉紙は一枚ずつ、たとえばインクジェット印刷装置を使ってマークを付
けることができる（マーキング）。それにより、追加加工の際に適切な検出装置を用いて
インキ除去用枚葉紙を検出・排除することができる。
―インキ除去用枚葉紙を排除するために、いわゆる枚葉紙分別装置を用いて、枚葉紙排紙
装置に向かう搬送路上にある個々の印刷枚葉紙を、枚葉紙の流れから取り出すことができ
る。
―また、ダブルパイル排紙装置を用いて、インキ除去用枚葉紙を独立した廃棄用パイルに
分別することができる。
【００５１】
　先述の方法の、本発明の一つの発展型として、インキ除去用に用いられた印刷枚葉紙又
は損紙枚葉紙について、インライン色濃度測定装置を用いて、又は、場合によっては画像
分析も含むインライン枚葉紙検査システムを用いて、インキ除去用枚葉紙の必要数を決定
することが可能である。このとき印刷ジョブの終わりに汚染として評価すべき、作業ユニ
ットのインキ又はニスの着き具合が、印刷プロセスから特定のデータを用いて計算され、
これを用いてインキ除去又はニス除去プロセスが決定される。
【００５２】
　その際は、インキ除去工程中にインキ除去用枚葉紙上の色濃度が一定の値を下回った場
合に給紙装置の用紙供給を停止させるように行われる。つまりその時点で印刷プレートの
クリーニングが十分だとみなされる。そのためにオペレータがすべきことはインキ除去の
機能を選択するだけであり、印刷機の制御によりインキ除去プロセスステップが自動的に
生成され、そこで必要なインキ除去枚葉紙の選択、及びインキ除去においてそれぞれ必要
な印刷装置の切替も行われる。
【００５３】
　そのために制御回路が設けられている。インキ除去用枚葉紙上の色濃度を測定すること
により制御信号が生成され、その制御信号により、インキ除去用枚葉紙の必要枚数が確定
されたり、又は、インキ除去用枚葉紙としての印刷枚葉紙のさらなる供給が可能になる。
このとき、プレート胴及び印刷ブランケット胴の汚れの度合いが最も高い印刷インキ又は
印刷装置が自動的に選択される。これはまた、プリプレスデータを用いて又はインキ調量
の設定を用いて行うこともでき、この場合、インキ供給が多量であることは、印刷装置又
は印刷プレートの汚染度が高いことを意味する。
【００５４】
　印刷ジョブ終了時に際して、インキ除去工程は完全自動化した形で、その時の印刷済み
良紙の枚数カウンターのデータに基づいて、一つの定義されたジョブ構造内で作動開始及
び実行することができる。
【００５５】
　先述と同じ手段を、印刷工程後に、又は、印刷工程の中断中に制御下で、印刷機内を走
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行する印刷枚葉紙により過剰なニスをニス版から除去又はクリーニングするためのニス除
去において用いることができる。このとき、ニス除去用枚葉紙の枚数は、アニロックスロ
ーラの凹部容量に依存するニス量、ニスの種類、全面ニス引き用又はスポットニス引き用
に構成可能なニス版の種類、印刷ジョブ中にニス引きされた印刷枚葉紙の枚数により計算
される。ここで挙げた運転データは、印刷装置に関して述べた場合と同様に、作業準備ス
テーション又は印刷機コンソールに保存されているジョブデータの構成部分の一つである
。
【００５６】
　使用されたアニロックスローラのデータは、ロジスティクスデータ又はＲＦＩDシステ
ムを介して代替的に同定することもできる。
【００５７】
　先述の方法とは代替的に、ニス除去用枚葉紙の枚数はインラインのニス膜厚測定を介し
て決定することもできる。その場合は、一定の最少ニス膜厚を下回ると給紙装置の用紙供
給が停止される。
【００５８】
　また、インキ除去又はニス除去は、選択された印刷部数に達する前に行うこともできる
。その場合、それぞれの工程は、実行中の印刷プロセスを意図的に中断することにより、
印刷機のコンソールから開始させることができる。その印刷プロセスはその後、クリーニ
ングされた印刷プレート及び印刷ブランケットを用いて新たに開始又は続行することがで
きる。この場合、印刷プレートのインキ除去又は一つ又は複数のニス引きモジュールのニ
ス除去が自動的に又は手動で予備選択した状態で行われるように、印刷中断の制御を印刷
機制御に連結させることができる。そのために予備選択モードを設けることができ、この
予備選択モードを用いて、インキ除去又はニス除去プロセス有り又は無しで、印刷機をシ
ャットダウンするかを決定できる。たとえばインキ塗布量が多い、汚れやすい用紙、又は
デリケートな印刷インキといった特定の条件がある場合も同様に、設定を自動的に行うこ
とができる。これもまた、色濃度の測定又は枚葉紙検査を行う（望ましくはインラインで
配置された）測定装置に連結して行うことができる。
【００５９】
　インラインでニス引きを備える印刷機において、２つの方法を一つの作業行程で実行す
ることができる。インキ又はニス供給停止後に通過させるべき枚葉紙の枚数が最も多いと
計算された印刷モジュール又はニス引きモジュールにより、インキ除去用及びニス除去用
枚葉紙の実際の枚数が測定される。インキ除去とニス除去との組み合わせは、ニス引きユ
ニットへのインキの再付着回避に関しては、先述のとおり行われる。同様に、インキ着け
ローラ及び湿し水着けローラの脱状態の組み合わせのプロセスに関しても、先述のように
行われる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の実施に適した枚葉紙オフセット印刷機の図である。
【図２】本発明の実施に適した枚葉紙オフセット印刷機の図である。
【発明を実施するための形態】
【００６１】
　本発明の装置として印刷機１Ａ及び１Ｂには、複数の印刷装置３、少なくとも一つのニ
ス引きユニット４及び場合によってはパンチング装置、切断装置、又はエンボス装置５の
形でさらなる追加加工ユニット、及びナンバリング装置又はカレンダ装置６が設けられて
いる。さらに、２つの印刷装置３の間に金属フィルム層を被印刷物に着けるためのコール
ドフィルム・ユニット２３を設けることができる。
【００６２】
　印刷機１Ａ、１Ｂに被印刷物を供給するために、給紙装置１４及びパイル搬送システム
１３に連結したパイル搬送装置１２が設けられ、印刷機１Ａに自動的にパイルが供給され
る。印刷機１Ａ、１Ｂのそれぞれから印刷製品を排出するために、排紙装置２２及び対応
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するパイル搬送システム７に連結されたパイル搬送装置２が設けられている。
【００６３】
　枚葉紙は、ロール巻き出し装置１６及びクロスカッター１５を用いて、ロール枚葉紙給
紙装置から少しずつ重なった状態でストリーム状に給紙装置１４へ供給することができる
。
【００６４】
　印刷装置３は自動運転のオフセット印刷装置として構成されている。そのため、手動で
の介入を行わずにすべての設定及び運転に必要な資材の供給が行える。
【００６５】
　印刷機１Ａ、１Ｂの印刷装置３はそれぞれ自動化されたインキ装置３０及び湿し装置３
１を備えている。これらは、インキならしローラのサイクル、インキ練りの開始及びスト
ローク、ローラの選択可能な着脱の位置、ドクター回転数のバリエーションなどの、遠隔
操作可能かつ調整可能な設定を行うための複数の装置を備えている。
【００６６】
　オプション的に印刷装置３にはそれぞれ、印刷機１Ａ、１Ｂのそれぞれ主駆動部から独
立した直接駆動部を持つプレート胴（版胴）が設けられている。このような駆動構成を導
入する場合、相応の制御装置により、同時のプレート交換及び／又は同時の洗浄機能及び
／又は同時のインキ予備供給プログラム及び／又は運転中のジョブチェンジを実行するこ
とができる。
【００６７】
　さらに、印刷機１Ａ、１Ｂ内には一つ又は複数のニス引きユニット４が、印刷装置３の
前、又は後ろ、又は印刷装置３の間に配置されている。構成形態としては、ニス引きモジ
ュール又は印刷装置のインライン・ニス引き装置として実施することができる。ニス引き
ユニットにはさらに、ニスの温度調整及びニスの粘度調整システムを含めた、自動化され
たニス供給装置が設けられている。
【００６８】
　さらに、印刷機１Ａ、１Ｂの印刷装置３、及び、場合によってはニス引きユニット４内
には、プレート胴及び版胴のための自動化された印刷プレート交換装置が設けられている
。この装置を用いて印刷プレートは、ジョブチェンジの際に簡単に交換することができる
。
【００６９】
　さらに、印刷機１Ａ、１Ｂの印刷装置３及びニス引きユニット４内には、ゴムブランケ
ット、インキ装置、湿し装置、圧胴、版胴、ニス循環のための自動化された洗浄装置３２
が設けられている。
【００７０】
　印刷機１Ａ、１Ｂ内での枚葉紙搬送は、印刷装置内においては自動化されたブロワ部１
８、渡し胴１９、及び枚葉紙ガイドシステムにより行われ、排紙装置内においては枚葉紙
ガイド部２１により行われる。印刷機１Ａにはいわゆる反転装置２０が設けられている。
【００７１】
　損紙を取り除くため、又は、分別排紙を行うために、枚葉紙分岐メカニズム８又はダブ
ルパイル排紙装置９が設けられている。排紙を確実にかつ汚さずに行うために、印刷絵柄
又は枚葉紙のフォーマットに応じたパウダー噴霧装置１１、及び最終ドライヤー１０及び
中間ドライヤーが設けられている。
【００７２】
　品質監視は、印刷機１Ｂではインライン検査システム９及び／又はインライン・デンシ
トメトリー装置８により行われる。これらはオプションで、インライン色濃度測定・調整
装置として、又は検査システムとして、被印刷物の両面を測定・評価できるように枚葉紙
反転装置の前及び後に配置することができる。
【００７３】
　印刷機コンソールには、印刷機関連及びジョブ関連のすべての設定値及び測定値の保存
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機能が備わっているため、これらの値を繰返しジョブのため又は現時点での評価を行うた
めに呼び出すことが可能である。印刷機コンソール及び印刷機制御装置にはさらに、プリ
プレス、ロジスティクス、材料調達、さらなる複数の印刷機、予備処理及び追加加工が一
つの印刷所ネットワークに統合されるという特徴がある。印刷工程及び印刷ジョブデータ
の監視のために良紙カウンター及び損紙枚葉紙カウンターが用いられる。
【００７４】
　印刷工程に必要なすべての材料（印刷インキ、湿し水、ニスなど）の消費データ測定も
行われる。それにより常時、印刷プロセス及びジョブ関連のデータが取得され、これらの
データには障害及び設定修正も含まれている。
【００７５】
　印刷生産中の品質監視のために自動化された工程が用いられるが、そこではインライン
で、つまり印刷機１Ａ、１Ｂ内での印刷中に色濃度が測定され、場合によってはそれと同
時に枚葉紙のエラー検査が行われる。測色及び色調整に関連して、インキング及び印刷機
のその時々の運転状態及び外部パラメータに応じて湿し水供給の更新が行われることによ
り、自動化された湿しが行われる。
【００７６】
　さらに、ニスのコーティングに関するコントロールも行われる。インライン・ニス引き
の場合はそのためにニス膜厚測定が用いられる。
【００７７】
　被印刷物の表面と裏面の印刷が行われる、反転装置２０を備えた印刷機１Ａでは、印刷
機の表面及び裏面の色調整は望ましくは二重のインライン測定及び調整システム８により
行われる。その際、枚葉紙反転装置２０の前で枚葉紙の表面が測定され、裏面の印刷が終
了した後に、裏面の画像の評価が行われる。そのために二重のインライン検査システムが
設けられており、該検査システムは、反転運転を行う場合に印刷機１Ａの調整装置に自動
的に連結される。
【００７８】
　印刷機１Ａ、１Ｂのパフォーマンスにとっては、印刷装置３内に、インキ装置、ゴムブ
ランケット胴、圧胴、版胴のための自動化されたクリーニング工程が設けられていること
が重要である。これらの工程は本発明によれば特にインキ除去又はニス除去において、印
刷生産物の品質監視により作動開始させることができる。印刷機１Ａ、１Ｂの少なくとも
一つの胴及び／又は少なくとも一つのローラをクリーニングするためには、本刷りの中断
又は終了が行われる。次にクリーニング・プログラムがスタートし、クリーニング終了後
には、本刷りが中断された場合は該本刷りが続行され、本刷りが終了された場合にはセッ
トアップが行われる。クリーニング準備のための工程は、本刷り実行中に行うことができ
、この時、実際のクリーニング・プログラムが実行されるのは、印刷が終了又は中断して
からである。クリーニング終了直後に本刷りを続行、又はセットアップを行うことができ
る。
【００７９】
　ここでも自動学習プロセスが組み込まれている。このプロセスにより、クリーニングサ
イクル、望ましくはパイル交換工程などと連結された同時クリーニング、及び測定可能な
印刷機の汚染状態に影響が与えられる。そのためにインライン色濃度測定装置８及びイン
ライン検査装置９が、自動化されたインキ装置３０、湿し装置３１、及び洗浄装置３２に
連結して使用される。
【符号の説明】
【００８０】
　　１Ａ　印刷機
　　１Ｂ　印刷機
　　２　　パイル搬送装置
　　３　　印刷装置
　　４　　ニス引きユニット
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　　５　　エンボス装置
　　６　　カレンダ装置
　　７　　パイル搬送システム
　　８　　インライン・デンシトメトリー装置（図１）
　　８　　枚葉紙分岐メカニズム（図２）
　　９　　ダブルパイル排紙装置（図１）
　　９　　インライン検査システム（図２）
　　１０　最終ドライヤー
　　１１　パウダー噴霧装置
　　１２　パイル搬送装置
　　１３　パイル搬送システム
　　１４　給紙装置
　　１５　クロスカッター
　　１６　ロール巻き出し装置
　　１８　ブロワ部
　　１９　渡し胴
　　２０　反転装置
　　２１　枚葉紙ガイド部
　　２２　排紙装置
　　２３　コールドフィルム・ユニット
　　３０　インキ装置
　　３１　湿し装置
　　３２　洗浄装置

【図１】 【図２】
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